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I 観音信仰と西国三十三か所霊場

インドで生まれた仏教が6世紀中葉， 日本に伝来した。

日本に伝わった仏教は インドで派生し中国を通して発

展した大乗仏教である。この大乗仏教のなかに菩薩思想

がうまれ，観音菩薩信仰や弥鞘菩薩信仰が醸成されて

いった。

仏教教典のなかで 観世音(観音あるいは観自在)菩

薩について説くものは「妙法蓮華経」普門品第二十五や

「摩詞般若波羅蜜多心経Jが有名である。妙法蓮華経普

門品第二十五(観音経)では，観世音菩薩はその名の通

り，人々が苦難に際した時，観世音菩薩の名を称えれば

その音声を聞き，救いの手を差し伸べる。観世音菩薩の

名を称えれば，火難・水難・風難・刀杖難・羅利難・柳

鎖難・怨賊難などの七難を免れ 食・膜・痴の三毒から

救われ，そして二求両願が叶えられると説く。また観音

菩薩は衆生を救済するために，その身を三十三身に変身1

するという。

観世音菩薩への信仰は 極めて現世利益的であった。

「続日本紀」によれば，聖武天皇は神亀元年 (728)皇

太子の病気平伏を願って観音像 177体を造り，観音経を

177巻書写させた。また 聖武天皐は藤原広嗣が天平十

二年 (740)に大宰府で反乱を起こした際に，国ごとに

1体の観音像を造像し， 10巻の観音経を書写し，反乱の

鎮圧を祈願したという。さらに天平十三年 (741)国分

寺建立の詔を出し，各寺院に「金光明最勝王経，妙法蓮

華経各一部を写さしむべし」とした。観音信仰は当初，

鎮護国家という現世利益を担うものであった。

国家的要請により広まり始めた観音信仰は，徐々に民

衆のなかにも浸透してくる。 9世紀のはじめ，弘仁十三

年 (822)に編纂されたといわれる「日本霊異記」には，

観世音菩薩を念じたことによって災難から逃れたという

ような説話が多数収められている。このように仏教伝来

以降， 9世紀までの観音信仰は，現世利益を中心とする

ものであった。
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しかし 10世紀以降古代律令体制の衰退と藤原摂関体

制政治の成立にともなう社会変動のなか，地方武士が台

頭し，盗賊が横行するなど社会不安が広がっていった。

このような体制変革期の混乱の下で 末法思想が広がり

始めた。社会不安が広まるなか浄土教は西方浄土への

極楽往生を願う人々の信仰を集めてきた。来世での救済

を志向する浄土教が発展するにつれ，観音信仰も現世利

益のみならず，六道輪廻の苦しみから逃れる来世信仰と

しての性格を帯びるようになる。

観音菩薩は，地獄・餓鬼・畜生・阿修羅・人・天の

「六道Jにおいて，それぞれ六体の観音が衆生を救うと

いう説が生まれる。この六観音はもともと中国において，

天台大師智顕が「摩詞止観」で大悲，大慈，師子無畏，

大光普照，天人丈夫，大発深遠の六観音説を展開したこ

とに始まる。末法思想が広がりを見せる 10世紀以降の日

本において，六道輪廻の苦しみから衆生を救う六体の観

音は，社会に受け入れられ，信仰を集めるようになった。

六観音を天台密教では 聖・千手・馬頭・十一面・不空

絹索・如意輪の六観音とし， これに対して真言密教では，

正・千手・馬頭・十 a 面・准低・如意輪の六観音2とする。

六観音のうち五つまでは共通であるが 残るひとつを不

空娼索とするか准肱とするかによって異なる。いずれに

してもこの七種類の観音は 貴族から民衆まで幅広く信

仰されるようになる 3のである。

こうして観音信仰は現世と来世 二世の御利益を受け

持つようになり，社会各層で広く信仰されるようになっ

た。十一面観音を本尊とする京都の清水寺，同じく十一

面観音を本尊とする大和の長谷寺，如意輪観音を本尊と

する近江の石山寺など 京都市中あるいは周辺地域の観

音を本尊とする寺院への参詣が盛んに行なわれた。

観音信仰が普及し，観音を本尊とする寺院への参詣が，

三十三観音巡礼という形態に発展したのにはどのような

起因があったのであろうか。またいつごろ三十三観音霊

場への巡礼が完成したのであろうか。享和三年(1803)に

刊行された「西国三十三所観音霊場記図会」によると，
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神亀年中 (724-729)大和の長谷寺の徳道上人が死に

瀕した時，閤魔大王から三十三の宝印を与えられた。息を

吹き返した徳道上人は それをもとに三十三か所の札所

を設定した。これが西国三十三観音霊場の始まりとする。

この後， この三十三観音霊場は一時廃れたが，寛和二年

(986)に花山法皇が熊野三所権現のお告げを受け，三十

三か所を巡拝し，三十三観音霊場が復活した4という。

現在，徳道上人が開創し，花山法皇が復興したとする

説は，多くの研究者によって否定されている。花山法皇

が三十三か所を巡拝した確実な史料がなく，また三十三

か所の寺院のなかで当時まだ寺院として成立していない

ものもあること，などがその否定理由である。

現在最も確実と考えられているものは， r寺門高僧記」

第六巻，三井寺の僧覚忠伝のなかで応保元年 (1161)に

三十三か所巡礼をした記載である。この記載が史実とし

て初出のものであるとし，覚忠が生存していた平安時代

末期に三十三所巡礼が成立した 5とする。さらにこの三十

三か所が，一番の那智の青岸渡寺から三十三番の美濃の

谷汲山華厳寺まで巡拝するという現在と同じ巡拝順序に

固定したのは 15世紀頃と考えられる 6とする。

三十三か所巡礼が成立した平安末期 さらに鎌倉時代

の交通状況を考えると，交通網が未発達であった古代末

から中世において，近畿地方とはいえ，三十三か所を巡

拝することは非常な困難を伴うものであったろうことは

想像に難くない。三十三観音巡礼は宗教的修行のひとつ

として僧侶や修験者がなすものであった。一般民衆が三

十三か所巡礼に出るということはほとんどないといって

も過言ではないだろう。しかし 三十三か所巡礼は徐々

に多くの人の心を捉えるようになる。三十三か所の巡拝

順序が固定したと考えられる 15世紀頃になると，三十三

か所巡礼はいわばブームを迎え当時の文献によると「巡

礼の人道路を織るが知し」となり貴となく賎となく往

来絶えずJr巡礼の人村に溢れ里に満つJ7とまでいわれる

ようになる。

E 西国三十三か所霊場と写し霊場

観音巡礼が人々の心を捉えるようになると，観音巡礼

を求める地方の人々の欲求に答えるように各地に観音巡

拝霊場が創設され始める。このような本霊場を模して地

方に開設された霊場は 写し霊場あるいは地方霊場と呼

ばれる。
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鎌倉将軍家の観音信仰が篤いこともあって，関東地方

にも坂東三十三観音霊場が創られた。坂東霊場は三十三

か所霊場を写した地方霊場のうち 最も早期にできたも

のである。坂東霊場の創設年代は明確ではないが，坂東

霊場の二十一番札所 日輪寺の十一面観音の銘文によれ

ば，天福二年(1234)以前に坂東霊場が成立していた 8こ

とがうかがわれる。坂東三十三観音霊場は，およそ 13

世紀初頭に成立したといっても間違いはないであろう。

また関東にはもう一つの有名な観音霊場，秩父霊場が

開設された。秩父霊場の創設年代も明確ではない。秩父

霊場三十二番札所法性寺に残された「長享二年秩父札所

番付」をみれば，秩父霊場が長享二年(1488)以前に成

立していたこと，また現在の秩父霊場は三十四番札所ま

であるが，成立当初は三十三番札所までであったこと 9が

わかる。秩父霊場はおよそ 15世紀の中葉には成立してい

たといえるであろう。

三十三所観音霊場のいわば本家たる西国三十三観音霊

場は，当初「三十三所観音霊場」と呼ばれていた。しか

し関東に坂東霊場 秩父霊場などの地方霊場ができ，そ

れら霊場との区別のために「西国」という文字が冠され，

西国三十三所観音霊場と呼ばれるようになった。また秩

父霊場は先に述べたように創設当初三十三番札所までで

あったが，西国・坂東・秩父と合わせて百観音とするた

めに札所がひとつ加えられ 秩父三十四所霊場となった。

三十三所観音霊場はさらに全国に広がり，全国各地で

さまざまな規模の写し霊場が創設されることとなる。本

稿は，徳島県内に存在する西国三十三観音霊場の写し霊

場を対象としている。

写し霊場のデータを分析する前に，分析枠組みについ

て述べておく。写し霊場はそれぞれが個性的な様相を

持っている。写し霊場には その規模・形式・設置主体

など，様々に異なるパターンがある。しかしその背景に

は何らかの共通点が存在することも確かである。詳細は

拙稿で既に述べている 10が，写し霊場の設置に関わる要

素，写しの形式を整理し，その概略を示すと次のように

なるであろう。

1 )写し対象・・・-本尊，寺院名，詠歌など西国霊

場の何を写したのか

2)設置形態・・・・寺院 小堂仏像など霊場の形

態はどのようなものか

3)設置規模・・・-巡拝の距離など設置の規模はど

れくらいか

4金指正三校註『西国板東観音霊場記~，青蛙房， 1973， pp.16 -17 

5新城常三『新稿社寺参詣の社会経済史的研究』塙書房， 1982， p.434 

“吉井敏幸「西国巡礼の成立と巡礼寺院の組織化J(W講座日本の巡礼第 1巻』雄山間， 1996)，pp.51-52 

7新城常三前掲書， p.443 

8速水惰「観音信仰と民俗J (W講座日本の民俗宗教 2~ 弘文堂， 1980)， p.272 

9向上書， p.273 

10山本準「徳島県における四国八十八か所写し霊場J (W鳴門教育大学紀要~ 18号， 2003) 
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4)設置主体・・・・寺院講個人など写し霊場を

設置した主体はだれか

5 )設置目的・・・・信仰供養信者獲得などその

設置目的はなにか

石仏を設置したものなどがある。これを<集合型>写し

霊場と呼ぶ。

写し霊場はそれぞれが個性的であり様々な様相をもっ

ている。しかし写し霊場を研究対象とするには，ここの

写し霊場のモノグラフ的調査研究だけではなく，写し霊

霊場設置の主体，設置された霊場の規模，この二つの 場の存在そのものの本質に迫るためには，多様な写し霊

視点からみると写し霊場は 図 1のように特徴的な四つ

の類型に分けることができる。このモデルは四国八十八

か所霊場の写し霊場を分析するときに用いたモデルであ

る。西国三十三観音霊場の写し霊場の分析にも有用であ

ろう。

拡散

CE~Gv I ~~Gv 

場をいくつかの類型に分け 検討を加える作業が有効で

はないかと考えている。今回提示した類型は，写し霊場

の設置主体と設置規模の二つの要因を用いて四つの類型

を導き出した。

上記の四類型を用いて徳島県内に存在する西国写し霊

場を分析する。

皿 徳島県内の西国写し霊場

徳島県内の市町村史・誌類を網羅的に調べ，県内に存

住民主体寺院主 体 在する西国三十三所観音霊場の写し霊場を抽出し，一覧

表にしたものが表 1である。表内の「市町村名」は写し

C!uJV I逗互主〉 霊場の存在する市町村名を示した。数町村にわたる広域

凝集

図 1 写し霊場の四類型

まず設置主体からみると 個人あるいは地域住民が主

体となって設置しようとする方向と 寺院僧侶あるいは

寺院団体が主体となって設立しようとする方向が考えら

れる。また写し霊場の設置規模からみると，できるだけ

広い地域に札所を設置しようとする拡散方向と， 1日で

巡拝できるような狭い地域に配置しようとする凝集方向

が考えられる。

住民主体のもので拡散方向に向かえば，一集落あるい

は数集落をぐるりと取り囲むように三十三か所を配置す

るような写し霊場が存在する。一般に「村写し」といわ

れている写し霊場である。このタイプを<村写し型>と

呼ぶこととする。住民主体であり霊場配置を村写しとは

逆に凝集させる方向がある。集落内の里山あるいは集落

内の寺院の裏山を巡るように設置される写し霊場である。

これを<里山型>の写し霊場と呼ぶこととする。

次に，寺院・僧侶が主体となって写し霊場を設置する

場合である。これにも拡散と凝集という二つの方向が存

在する。拡散方向で言えば 「国写しJr郡写しJと一般

に言われる広域の写し霊場がある。旧一国あるいは郡を

巡るように三十三か所の寺院を選び それぞれに番号を

振り，札所として巡拝するものである。これを<国写し

型>とする。このタイプの霊場設置は 地域住民では到

底不可能であり，寺院あるいは寺院の連合体でないと設

，'(は休|難である υ 与院が主体となり凝集にII'jかう }fII，jU) 
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の写し霊場の場合には 一番札所のある市町村名を挙げ，

「設置場所」の項目に関連市町村名を示した。「霊場名称J

は厳密な正式名称は判然としないものが多いが，市町村

史・誌などに記載されている名称を示した。「関係寺院」の

項目は<里山型>の場合，寺院裏山や参道などに設置さ

れていることが多いのでその寺院名称を示し，<村写し

型>などの小地域霊場の場合には一番あるいは三十三番

札所が設けられている寺院名を示した。「形態」の項目に

は，写し霊場がどのような場所に設置しであるかを類型

化して示した。例えば 寺院境内などにーか所に集めて

設置しであれば「集合Jとした。写し霊場の類型でいえ

ば<集合型>である。寺院裏山などや山中に設置しであ

るものは rIIJ J ，寺院や神社への参道に設置してあるもの

は「参道」とした。これらはく里山型>である。また集

落など特定の小地域を巡拝するように設置しである<村

写し型>のものを「地域J，設置場所が数町村にわたる<

郡写し型>や<国写し型>のものを「広域」とした。

西国霊場の写し霊場である坂東霊場・秩父霊場の写し

霊場もある。徳島県内には広域に札所が配置された<郡

写し型>の坂東と秩父がそれぞれ 1例 ーか所に集中的

に配置されている<集合型>の霊場が坂東と秩父のそれ

ぞれ 1例がある。広く普及した西国霊場だけではなく，

西国写し霊場とともに百観音巡礼ができるように，坂東

と秩父の写し霊場が設置されたものであろう。表 1の末

尾に坂東・秩父の写し霊場を付け加えておいた。

ただし，元となる西国写し霊場のデータは，市町村史・

誌類などを基にしている。つまり，県内をくまなく調査

し '1j: し京J坊のι((あるいはイ~(t{ l: を確認してデータ化

したものではないということである。このことによって
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図2 徳島県内の西国写し霊場

いくらかの制限が生じることを考慮しておかなければな

らない。

制限の第一は，各市町村史・誌類に記載されたものが

その地域に存在する写し霊場の全数を示すものではない。

あるいは各市町村史・誌類に記載がないととによってそ

の地域には写し霊場が存在しないとは断定できないこと

である。写し霊場の記載の有無は 各市町村史・誌類の

編纂方針によって影響を受ける。一般に史・誌編纂の過

程で，中世に遡るような仏像や石造物などに対してはか

なりの注意が向けられるのに対し 近世以降，特に近代

以降の石造物に注意が払われることはあまりないといえ

る。写し霊場の多くは 寺院の境内の片隅や寺院の裏山，

山道，路傍などに各札所の石仏を配したものが多い。こ

のことから考えると 写し霊場は市町村史・誌の編纂の

過程で調査・記録の対象とはならず，史・誌類に記載さ

れることなく埋もれたままになっている写し霊場も少な

からず存在すると考えられる。例えば阿南市史』全 5

巻には西国写し霊場についてはなんら記載されていない。

しかし阿南市婦人ボランティアが阿南市内の地蔵・不動・

観音などの石仏の調査をしている。この団体が調査した

結果 11によると，阿南市内には 20例の西国写し霊場が発

見されているのである。阿南市の例は極端であるが，市

町村史・誌類に記載されたものがその市町村に存在する

写し霊場のすべてではないということである。

第二は，写し霊場の設置数は，その地域の観音信仰の

浸透程度だけではなく その地域の人口規模や社会経済

的要因にも大きく影響されるものと考えられる。観音信

仰が深く浸透していれば写し霊場設置数も多くなるであ

ろうし，またその地域の基盤となる人口規模が多くなる

ほど写し霊場が設置される可能性も高まる。その地域の

人口構造や社会経済構造を捨象し，現在の写し霊場の多

寡のみによって観音信仰の浸透程度を語るわけにはいか

ないのである。

このようにかなりの限界があるとはいえ，史料を注意

深く利用することによって 徳島県の西国写し霊場のあ

り方を検討する基礎資料とすることができるであろう。

現在のところ，徳島県内には 73例の西国写し霊場の存

在が確認できた。徳島県内の西国写し霊場を一覧表にし

たものが表 1である(論文末に添付)。表 1をもとに，地

図上に写し霊場の分布を示したものが図 2である。地図

上に写し霊場の位置を・印 数町村にわたる広域の二つ

の霊場は大きな楕円で示した。吉野川下流域と吉野川中・

上流域，阿南市・小松島市周辺の徳島東南部に多く分布

しているようにみえる。徳島県南部，徳島県中央の山間

部，吉野川中流域の町村には写し霊場の分布はあまりみ

られなかった。

11阿南市婦人ボランティア編『観音さん調査』阿南市教育委員会， 1992，による。
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表 2 阿波西国(東部)三十三か所札所

番 寺院名 住 所 番 寺院名 {主 所 番 寺院名 住 所

1 観音寺 徳島市勢見町 12 恵勝寺 徳島市川内町中島 23 金泉寺 板野町大寺

2 善福寺 徳島市寺町 13 正因寺 鳴門市大津町大幸 24 地蔵寺 板野町羅漢

3 福蔵寺 徳島市佐古2番町 14 長谷寺 鳴門市撫養町木津 25 大山寺 上板町神宅

4 光徳寺 徳島市不動東町 15 光徳寺 鳴門市撫養町桑島 26 和泉寺 上板町泉谷

5 千光寺 藍住町徳命 16 斎田寺 鳴門市撫養町黒崎 27 熊谷寺 土成町西原

6 観音院 藍住町東中富 17 法勝寺 鳴門市鳴門町三ツ石 28 切幡寺 市場町切幡

7 東光寺 藍住町奥野 18 昌住寺 鳴門市鳴門町高島 29 報恩寺 鴨島町飯尾.

8 法音寺 藍住町乙瀬 19 普光寺 鳴門市瀬戸町北泊 30 玉林寺 鴨島町山路

9 見性寺 藍住町勝瑞 20 勧薬寺 鳴門市大麻町市場 31 徳蔵寺 石井町石井

10 福成寺 藍住町住吉 21 極楽寺 鳴門市大麻町櫓 32 観音寺 徳島市国府町

11 天光寺 徳島市応神町古川 22 妙薬寺 板野町川端 33 井戸寺 徳島市国府町
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図3 阿波西国(東部)霊場

ぐ¥

県内の西国写し霊場のほとんどは<村写し型>以下の

規模の霊場である。旧一国を巡るように札所を配置した

<国写し型>の霊場は存在しなかった。一郡あるいは数

郡を巡る<郡写し型>レベルの霊場が二例存在する。一

つは吉野川下流域 徳島市・鳴門市・板野郡を範囲とす

る「阿波西国主十三か所」霊場である。もうゐつは， Jf 

il¥1仰%-1- ~I リ rWi ~也lGI 出品り，~ ¥'r:¥':<I，耳目nlリrJ~X: 

野川上流域，美馬郡・三好郡を範囲とする「阿波西国三

十三か所j 霊場である。両者とも同じ名称である。本稿

ではこの両者を区別するために前者を「阿波西国(東部)J ， 

後者を「阿波西国(西部 )J と呼ぶことにする。

阿波西国(東部)霊場は亨保三年 (1817) に書かれ

た「阿波三十三所順槽記」と題された文書 lLのなかに，
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表 3 阿波西国(西部)三十三か所札所

番 寺院名 住所 番 寺院名 住所 番 寺院名 住所

1 宝生寺 穴吹町拝村 12 極楽寺 三加茂町西庄 23 箸蔵寺 池田町州津

2 享保寺 穴吹町穴吹 13 福性寺 三加茂町加茂 24 願成寺 三好町昼間

3 観音寺 穴吹町三島字三谷 14 興聖寺 三加茂町加茂 25 瑠璃光寺 三好町足代

4 光泉寺 穴吹町三島舞中島 15 地福寺 井川町井内東 26 長好寺 三野町芝生

5 本楽寺 穴吹町三島字小島 16 長楽寺 井川町中村 27 来迎寺 三野町芝生上

6 高福寺 貞光町大田字西 17 不動院 井川町西井川 28 青蓮寺 三野町勢力

7 真光寺.貞光町野口 18 蓮華寺 池田町ハヤシ 29 瀧寺 三野町加茂野宮

8 神宮寺 半田町東久保 19 八幡寺 池田町白地字本名 30 願勝寺 美馬町願勝寺

9 舞寺 ゴ加茂町毛田 20 青色寺 池田町佐野 31 金剛寺 脇町小星

10 林下寺 三加茂町中庄城谷 21 雲辺寺 池田町白地 32 真楽寺 脇町西田上

11 長善寺 三加茂町中庄 22 蜜厳寺 池田町西山 33 最明寺 脇町猪尻

脇町

図4 阿波西国(西部)霊場

霊場開創の由来が記しである。この文書によると，普門

院国通居士という人物は西国順礼を想いながらも果たせ

ないでいた。宝永庚寅 13春に夢の中で「嘗郷の旧基を尋

て三十三所の聖像を礼拝せよ。是即ち西国巡礼の勝利に

異なることなし」とのお告げを受けた。この夢のお告げ

を真言阿闇梨唯称山栄義上人に伝え，阿闇梨に伴って勢

見山観音寺から巡礼を始めたという。この記録に基づけ

ば，阿波西国(東部)霊場の開創は宝永七年 (1710) と

なり，現在開創年の判明している写し霊場のなかで最も

古いものとなる。

阿波西国(東部)霊場の札所を一覧にしたものが表 2
14

であり，それぞれの札所の位置を地図上に示したものが

図3である。徳島市勢見町観音寺を一番に打ち始め，鮎

喰川を渡り四番札所に至る。次に吉野川を渡り，藍住町

内の五番から十番札所を時計回りに一周し，吉野川北岸

の十一番・十二番を巡る。旧吉野川と今切川を渡り鳴門

13宝永年間には庚寅に該当する年はない。宝永年間の庚は宝永七年になるが，同七年の十三支は寅ではなく亥である。また宝永年間には寅

にあたる年はない。宝永庚寅は庚亥の間違いであろう。

14W観音霊場阿波西国三十三か所』阿波西国霊場会， 1993，を参照して作成した。
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市に入る。鳴門市内には十三番から二十一番までの 9か

所の札所がある。鳴門市内の二十番札所からは阿讃山脈

の南麓を西に向かい 板野町・上板町・土成町の札所を

参拝する。市場町の二十八番札所からは進路を東に向け，

再び吉野川を渡る。鴨島町の二十九番からは吉野川の南

側を東進し，再び徳島市に入り三十三番の井戸寺で終わ

る。巡拝総距離 130kmの巡拝コースである。

徳島県内のもう一つの広域霊場である阿波西国(西部)

霊場をみてみよう。阿波西国(西部)霊場の札所 15を表

にしたものが表3である。それぞれの札所を地図上に示

したものが図4である。阿波西国(西部)霊場がいつ開

創されたかを明確にする史料が見当たらず，現在のとこ

ろこの霊場の開創年代は不明である。

阿波西国(西部)霊場は美馬郡と三好郡の 2郡にわた

る霊場である。吉野川中流域，美馬郡穴吹町の宝生寺を

一番とし，吉野川南岸を上流方向 西に向かつて巡拝を

始める。吉野川の南に位置する穴吹・貞光・半田・三加

茂・井川の各町にある札所を巡り 池田町に至る。池田

町の十八番札所を経て吉野川を渡りさらに西に向かつ

て進む。愛媛県・香川県との県境に近い二十番札所の後

に，方向を西から東に変え，二十二番札所からは吉野川

の北岸沿いに，三好・三野・美馬・脇町の各町の札所を

経て，脇町の三十三番札所最明寺で打ち終える。巡拝総

距離は 170kmにもなるコースである。

N 西国写し霊場の特徴

徳島県内の西国写し霊場をみると 第一の特徴は広域

霊場が少ないということである。表 1においては<郡写

し型><国写し型>を広域としたが 県内において広域

にわたる霊場は， mで説明した阿波西国(東部)と阿波

両国(西部)の三つの霊場のみである。阿波西国(東部)

霊場は，板野郡・阿波郡・麻植郡・名西郡の4郡にわた

る霊場であるが，中心は旧板野郡内であり他の 3郡は一

部を含むにすぎない。阿波西国(西部)霊場は美馬郡と

三好郡の 2郡を巡拝するように札所が配置されている。

いずれも<郡写し型>霊場ということができょう。

<村写し型>では旧松茂村(現松茂町)の「下西国霊

場」と呼ばれる西国写し霊場がその典型であろう。明治

十三年 (1880)，松茂村広島不動院の住職であった金亀

義雄が有志とともに西国霊場を巡拝し，各札所の砂を持

ち帰った。この砂を松茂村内外の札所の設置場所に撒き，

そこに西国霊場の各札所の本尊を模した石仏を建立し

た 16という。総行程 12km巡拝時間 5"'6時間のコース

である。このような小地域を巡るように設置された写し

[:'1;11山1

松f支 11町!I町|行lι制纂f委主Hニ会ミ制 『川1松i土'L:Iυ"支引立ωi川11川|リlι1/ドl{在主訂』 松"北f立引立ω11川11向|りj、 1 ~J7(j. p.Wら

:59 

霊場を表 1では「地域」と分類した。このタイプの写し

霊場は松茂町・川内町・美馬町・木頭村の4か所に存在

する。

徳島県内には 73の西国写し霊場を確認することがで

きたが，そのうち郡写しレベルの広域巡拝霊場が 2例，

村写しレベルの地域巡拝霊場が4例である。山中や，寺

院の裏山，寺院の参道などに札所が設置される<里山

型>の写し霊場は 34例寺院の境内などの一地点に札所

を集合しである<集合型>のものは31例，札所の配置形

態が不明のものは 2例である。これを表にまとめると表

4のようになる。

表 4 西国写し霊場の形態

形 態 ー王区E争 場 数

郡写し型 2 

村写し型 4 

里 山 型 34 

集 ム口、 型 31 

形態不明 2 

メ口込 計 73 

徳島県内の西国写し霊場は里山型や集合型の小規模な

霊場が大半を占める (91%) ということができる。里山

型と集合型の割合はほぼ同じように見える。しかし集合

型の中には光明寺西国三十三観音霊場のように， もと光

明寺の裏山を巡るように配置されていたものが，寺の境

内に集められるようになったものがある。実際に里山型

の霊場を回ってみると 日常的に手入れされていない霊

場は薮に埋もれ，あるいは崖崩れなどによって巡拝が困

難な場合がある。里山型の場合には 草刈や参拝道の手

入れなど，地域住民による継続的管理が必要であり，こ

れには多くの労力を必要とする。里山型の場合，地域の

過疎や高齢化により管理が困難となって，寺院境内など

一定の場所に集合的に移設する場合がある。県内にもこ

のような里山型であったものが集合型に変化したことが

明らかな霊場は，集合型 31例中に 6例もある。これら

を考慮すれば，徳島県の西国写し霊場は，里山型が中心

表 5 西国写し霊場の設置年代 1

設置年代 三目又尺品 置 数

1700"-'1749 1 

1750 "-' 1799 1 

1800 "-' 1849 5 

1850 "-' 1899 8 

1900"-' 1949 17 

不 明 41 

メ口入 計 73 



山本 準

であったと考えることができょう。

次に県内の写し霊場の設置年代をみてみよう。霊場の

設置年代が明らかなものが32例はっきりしないものが

41例である。設置年代が明確のもののうち最も早く設置

されたのは，宝永七年(1710) に開創された阿波西国

(東部)霊場である。次は宝暦十四年(1764)に設置さ

れた脇町の東田上観音霊場である。逆に最も新しいもの

は瀧寺の瀧寺新四国で昭和十二年 (1937)に設置され

ている。

霊場の設置年代を 50年間隔で表にすると表 5のよう

になる。この表をみると 1900年以降に設置された霊場

がかなり多いことがわかる。さらに江戸期・明治期・大

正期・昭和期に分けてみると，江戸期が 11例，明治期

が9例，大正期が7例，昭和期が 5例となる。期間の短

い大正期に西国写し霊場が比較的多く設置されたことが

わかる。

表 6 西国写し霊場の設置年代2

設置年代 件 数

江戸期 11 

明治期 9 

大正期 7 

昭和期 5 

メ口L 計 32 

Eで述べたように 西国三十三所観音霊場の写し霊場

は坂東霊場，秩父霊場を代表として中世から創られ始め，

その波は全国に広がっていく。新城によれば，西国写し

霊場は江戸中期までに成立し 江戸後期に成立する四国

写し霊場とは対照的である 17という。しかし徳島県の場

合，江戸期のものは数えるほどしかなく大半は明治以降

に集中しているのである。

新城が史料とした写し霊場は国写しレベルの広域霊場

を中心としていた。しかし徳島県では広域の霊場は 2例

しかなく，主流は里山型や集合型が主流であった。徳島

県の西国写し霊場には近代以降に創設された比較的新し

いものが多いこと，里山型や集合型の小規模霊場が多い

こと， これらの特徴が徳島県だけのものか，または全国

的に同様の傾向がみられるのか 今後さらなる研究が必

要となろう。

17新城常三，前掲書. 0.1123 
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表 1 徳島県内の西国写し霊場

#|市町村名i地域名 j 霊場名称 (関係寺院 i年代 km 形態 i 設置場所 i 設置者 i 備 考 ; 出 典

:徳島市・藍住町・・
:東光寺観音講一 :9"'"7 I.+'i&~ ~7Hn ;1 Q l.+iSlIll霊場巡拝記 p.23，観

1 I徳島市他:2市6町 :1ii'J波西国三十三か所:1710: 130:広域鳴門市・板野町・:コ木某真言語:宝永 7年設置 昭和僻復典:音霊場阿波西国三十
:上板町・土成町・・一 :行程33里

:関利栄義 ・ ・三ヶ所
;市場町・鴨島町

寸 -.------------r------------------rτ ，------r
徳島市史第 4巻

2 1徳島市)眉山 善福寺 2: 山 (眉山中腹 元禄時代末設置。大正6年再興。 :p.1128，霊場巡拝記
:p.14 

3 I徳島町入田町 健治寺集合貞阿上人? (25?年設置ワ寿命洞窟に石仏(霊場巡拝記 p.14*1

41徳島 市l吉野町二町目 l下大岡新西国 : 1600年代 l霊場巡拝記 p.20

5 1徳島 市i名東町 地蔵院:1860: 集合j境内 万延元年設置 i霊場巡拝記 p.20

1 1 1 1 6 ， • a l l昭和 3年設置。常厳寺に 1-8番:

6 1徳島 市i南庄町 (峯薬師新西国三十j法谷寺;1mj 03j 山 まで現存，以降欠損， 33番は法i霊場巡拝記 p.14I vc..' lIi] I(J: tlJ I....L....J 三カ所
，_/-J1J1 ・ 谷寺本堂前。

.J__________，____________L__________________L_________.__J______J______L_______，___________________，________________J___________________________ ーーーーしーー

7 I徳島市|多家良町 (新西国三十三カ所(如意輪寺1 .2:参 ie:金谷橋西から!日参:1600 年代末~ 1700年代初頭j霊場巡拝記 p.56
1 1 1 1 a l 』 1-l道沿い に設置。

8 1徳島市川|内町 :)11内石観音三十三i jlmj 18j地域谷川|為次発願 i 明治 12 年設置。各村で 1~3 基 j 霊場巡拝記 P悦川
I I'~\ mJ IIJ: }II r'J""'J カ所 ; : 1 1 1 a lを負担。昭和 53年復興 :内の三十三石観音

In~ mt -:-I-:-:Urrt#t:ID-T--J..-.-.'，;:b.: :8 .::f:::::1C¥r:ai: 1: ・ ・ ;霊場巡拝記 p.32，鳴9 1鳴門市l撫養町木津長谷寺:1925: 1: 山 l裏山一周 :福田興邦 :大正 15年設置I"~AIJ IIJ:lm'¥-:a?:"'.，I/1'1-T: :J.X. 'J: ..L，J ~U: :~~ :Tt:t::Il--l---I~Tl.，l :/'i.L..-l.v -rP..X.1..!:::!.門市史下巻 p.1104
」一一一'一一一l-n~--~~-~-:~-~~-~-~，~-:~~~-~-~-r-.~-~-~:~---\:，---~:-1-~-A-;:---:-~:--~I-.---:-~'-I:~~-.::-------:素晴韓五郎と明，-'主張訂正設置。国道 11号線王「

101鳴門市;撫養町黒崎:新西国三十三カ所;西光寺:1840: 0.8: 山 :西光寺裏山 :霊場巡拝記 p.16
J:'~_ _1_ ~ _ ~ ~J _:~~~~ ~ ~:~J_l ~~ ~ ~_~ _1_ ~:_"_/~~ 1 ~ _ _ :_u_ _ _ ~~. j _~_~~_~ j _ _ _~'_~ ~ _ _ ~ _ _ _:~_~~ ~~ ~~_ _ _ _ _ _ __:型Jtti南門君臨j事士号:ifL二部室壇・.1iJ<.置 L 
| 『 a E 1 1 1 1 ' l l霊場巡拝記 p.16，

.1. .... 1¥ R""+'-'田野町恩山: 一一
11 I/J、松島市;寺谷 ;西国二十二か所 ;恩 山 寺j18211 031参道i恩山寺旧参道沿い文政4年設置。石碑あり。荒廃 |小松島市新風土記

・ :p.262

墓 地 裏 か ら 日 峯 山 霊 場 巡 拝 記p.66，
12川、松島市l中田町 l西国三十三カ所 :桂林寺 0.5: 山 :頂に通じる山麓に明治末から大正初期の設置。:小松島市 新風土記

配置 :p.262 
J_ _ __ __ __ _ _1_ _ _ _ _ __  _ _ _ _ _ L_ _ _ __ _ _ _ __ _ _ __ _ _ _ _L_ _ __ _ __ _ ___ J田ーーーー_L一一一ー_L_一ーーー--'-ーーーーーーーーー ーー ー 」
| ; ; ; ; ; ; ; i i昭和 32年パルプ工場誘致のた j小松島市新風土記

131小松島市:豊浦町 1 ・ 集 合:山陽国策パルプ南端
J~~ ~I~~~ ~J ~_~_1~~~ _ ___ _ ~__ _ __ _ _ _ __ _ _ __ _ _ _ _~_ _ __ _ _ __ ___1__ _ _ _ _1_ __ _ __~~ _ __~~~_~_~~~ _'~~:_ ~~~U~_ _ _ _ _ _ _ __ __ _ _ _ __1も号車 ~I?主61

.1.4-"R..，.+，-1新居見町東 1 ・ 新居見城跡西小松島市新風土記
叫小 松 島 市j山下 蓮華寺廃寺 山 :150m台地上 江戸中期頃設置 :p.262 

II"-I;::;f::: ..，.+，-:新野町宮ノ l神宮寺西国三十コ i l ' l l l t ;観音さん p.151*2，
15 1阿南市 l 一 : 神 宮 寺 :1922: 集合;神宮寺境内 大正 11年設置。設立記念碑あり a

1 P"J R'J "J:久保 ;所観音霊場 ; ; ; ; l l l ;霊場巡拝記 p.20

l-u:;-~-~-:新一野防音枝「両信五百由三十三 a
16 1阿南市 :円福寺集合l円福寺境内 観音さん p.160

J~j__~_~~_:宮前 ;所観音霊場 ; 

1= '*'~:新野町豊田 117 1阿南市 ~樫谷寺集合霊場巡拝記p.20It"-J l-rj ItJ:字木戸

Irr;:;r ;c;t; -:f:::';.It"5"+I-olDî----L. tþ; 神宮寺西国三十三'~181 阿南市(福井町大邑 :~mft~m 神凸寺:1855: 集合;神宮寺境内 安政2年設置 ;観音さん p.171
| 1 1所観音霊場

II"-i;::;f::: --:::I::::.-:elITJlIJT.'&.IT¥--r:正福寺山西国三十1 6 1 1 1八幡神社の裏から明治41年日露戦争戦病死者供 l観音さん p.79，
191阿南市j富岡町滝の下i三カ所 i正 福 寺j19081 2j 山 i尾根伝いに庚申堂養のため。昭和 52年再興 j霊場巡拝記 p.50

Irr.::r ;::;f::: --:::I::::.- :è lITJlI1T ~I/^"": 景徳寺西国三十三; : ; ;山 →; 
20 I阿 南市j富岡町あ玉谷i所観音霊場 i景徳寺集合同?山??Fi j?????ーfD1竺，=ft~9:戸竺一
21 I阿南 市 ( 長生町西方;吉祥寺西国三十三;士祥寺集合i吉祥寺境内 天保時代初期設置 ;観音さん p.59，

l t l所観音霊場 :口 a t i t t ' :霊場巡拝記 p.48

lu:::r ;::;f::: --:-+-:-: B U-.IDTDO/̂....:明谷奥の院西国三:
221阿南市;長生町明谷‘ : 1932: LIJ 梅林入り口から窟山昭和7年設置 ;観音さん p.27l l :十三所観音霊場

Irr..T..----l-: .i:-:長生町明谷l明谷寺西国三十-，
231 阿南巾 づl円 谷 s: 1906: 集 合:1珂谷、子境内 明治 39年設置 :観白ーさん1).37II~'--'J It-J 北浦 ;所観
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山本 準

#1市町村名 l 地 域 名 ; 霊場名称 :関係寺院 l年代 km 形態; 設置場所 l 設置者 : 備 考 : 出 典

・ 由宇大師庵境内→l
1 rh 1ft.!: II!O: arrh，lt.!:西国三十三カ所観:391由岐町;東由岐 :長 円寺 山 :愛宕山尾根一巡→安政年開設置 :由岐町史上巻 p.324II-l-I "'.x. "'J:.?I"'-I-LI"'...x.音石仏
J_ _ _ _ _ _ _ __ _:__ _ _ _ _ __ __ __ ~~ ~_I~ __ _ _ _ _ _ _ _ __ ~ _ _ _ _ _ _ __ __ _ i __ _ _ _ _ j _ _ __ __~_ __ _ ___:長円寺

広島不動院一笹木 1I H.¥. -:!5 nti: r!-"S.S7'Fr J~:K :k -;:n::;Fa~--L.----: --h~:A:" Ito-: 1 O'7Ci: : -I-ut ke:~a::Ir~'~rJLJ aII. ~/I': 不動院住職金亀:明治 12-33 年設置。旧四月八日:霊場巡拝記 p.92.
401松茂町:広島字宮ノ後 l下西国三十三カ所:不動院:1879: 地域:野長原豊久| l ， p 』 " ' i義雄発願 jの縁日は巡拝者で賑わう。松茂町誌中巻 p.405

徳永一向喜来堤上 l

l---c -++ m-r:-Z:::----I+ :ttr;.-;:n::;r-rt :1i'In 3;.: 1(if¥C:  :e .A :~rh ，*， mll e.*"i+ñ :1it;;-I:If: L 1 明治 39年設置。新四国 88か所:石井町史 p.610，
41 1石井町j石井 j新西国 j徳 蔵 寺:1附集合j境内南側壁画 j徳雄上人 jも併設。霊場巡拝記p.21

421石井町i城ノ内 i新西国三十三か所(童学寺集合j本堂横回廊内 大正末期設置 :石井町史，霊場巡拝
J~~__~_~~_:_~~~_~~_____~~~~~_~_'_~:~~'~~~~___~___~~i__ ____i______~~__~_::~~'~~~~~'~r_~_____:________________i~~_~_~~~~~~___________________:_記 p.21

431羽ノ浦町!岩脇妙見山i西国三十三番霊場:取星寺参道:鳥居元から取星寺羽ノ浦町史民俗編
J:~J_~ _1_~ ~~ ~_~_'~'~~ ~~_~_ ~ ~ ~_~_ ~ _ ~~-_~~~ ~ ~ _ _ _~_ _ _ ~~ i _ _ _ _ _ _ i _ _ _ _ _ _ ~-~~ _ _ ~ ~参道 ー ー:月.362
| a 』 ， : : • • : : j霊場巡拝記 p.49，
I~ 1~1Uî: rhrt-tE.Iz:.I.:観音山西国三十三; 』 』 ・ ;八幡神社裏観音山文政 13年設置。明治9，昭和 6:

441羽ノ浦町:中庄観音山 拳正寺:1830: 0.2: 山 .羽ノ浦町誌民俗編| ， J観音 ; l l ， ;山腹を回る 年補修。
;p.362 

451鷲敷町:百合庵 :三十三観音 : 百合庵 霊 場 巡 拝 記p.22

461相生町j谷内 j新西国霊場 i妙法寺:1925: 山 j裏山山上 大正 15年設置 j相生町誌 p.1688

幻|相生町!大久保 (新西国霊場 : 19羽 : 山 (2222FFi ;昭和 3年開設 j相生町誌 p.1688

481木頭 村j出原 ; ;旦伝寺i i i地域:~tJ ，，'JL三里恒-:'1'_--，----------------;現在 10 か所不明 ;木頭村誌p.954

491北島町;高房 ;西国三十三観音 ;円通寺集合;本 堂横堂内 光明庵から移動，木造漆箔像 ;北島町史 p.1494

501上板町 大山寺集合i本堂右 青銅の 33観音 (霊場巡拝記 p.35

511上板町大山寺集合:境内 石造舟型の 33観音 ;霊場巡拝記 p.35

I-k:: RIY. Mi: EE /̂.... : --1-.- -=t:. : ・ ' l :明和年間(1764~ 72)に大阪の・
521板野町:黒谷 大日寺集合:本堂横L型回廊内 :調査による *3| ・ ・ ・ :7R tJ :~~'M. L ':::E.I!::I''''J:l I/'J:信者が奉納。木像

531板野町大坂峠三十三観音 1: 山 :大坂峠 調査による

541脇 町:大工町 :三十三観音霊場:東林寺集合;観音堂内 脇町史別巻 p.280

551脇 町j東田上島口西:東田上観世音菩薩 :1間 山 ( 東 林 寺 一 畳 屋 敷 宝 暦 14年頃設置。阿波脇町の歴史と村
1 . ;霊場 東田上 里見聞録 p.804

11th m-r-: rn E7-! 大師堂から一本松大正年間設置。一部大師堂北側:阿波脇町の歴史と村561脇 町:回尾
J_~_ _ _ _ _ ~~ _:_~_'~ _ _ _ _ _ _ _ ~ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ ~ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ i _ _ _ _ _ _ i _ _ _ _ _ _ ~ _ _ ~ _ __:型型合 0)虫理-----一一一一一一一一ー--;!~-~-塾て一一 !里再開鐸 p:?_2号

571脇 町i上合 平真寺:1821: 0.2: 山 :平真寺観音庵の西l庵主龍元 i文政4年設置 :阿波脇町の歴史と村
J_~_____~~~_~~________~__________________~-~~__~__~~i_J-_~~_~i___~._~~__~__~ 北の山麓 j J - L里再開鐸P:?究巳
| ; ; ; 1 1 1 l i j寺社内にそれぞれの本尊が祭ら:

581鴨島町新西国三十三カ所;藤井寺 山 :本堂横山道 :鴨島町史 p.1050
1 W J  ""' ..，: :'""~<=- ， -"，，， :"'" .，: ，~='''''~=れている

591鴨島町:向麻山 i三十三番観音 山 (向麻山 元は麻植塚村の向麻山西ノ鼻か(鴨島町の石仏大図鑑
I-'~ IU.J .....J :''-'JM7I~~ :~ '~-ß3-tt;7L1=:I :I....J'.，."..~ら移設 :p.26 

穴吹・貞光・半田・三三好町史地域史民俗
601宍喰町他:10町 |阿波西国三十三か所 170:広 域i加茂・井川・池田・三 :p.868，阿波西国

好・三野・美馬・脇町 :33ヶ所霊場めぐり

I~ EE Mî:~~ 民主ょ西段・時幕末明治初期に設置。1・3・5・10.: 61 1美馬町l宗重 地域，・泉市重・玉振WJ: : -~"~/I~~ I~~，I '~J~'-，;:.A.~_:r ~;;tl .....美馬町史 p.1270
1/'0. ，". ~':'''= :"'"'" "'""':・助松・池ノ浦 凶ルひ27の8基不明

I~ EE Mi:Ii?iliIDlE.-=t:. :m:.-;u:::FrI-----.L--h~:1i'ftI; --=f:::.: :a:. .d...:J.tt.-+-.明治初期設置。境内の本堂前に 1621美馬町:願勝寺 l新西 国 三 十 三 カ 所 : 願 勝 寺 集 合 :境内 :美馬町史 p.1270
J_~__j~_~~_:~~~~~_____~~~~_~_~_'_~:_~_~~~~___~__~i______i______~~__~_:_~_'~~______________:______________ _i東面して配置されている。: ν 

I~ a:m-r-: :w:.olhEa------:---1-------:--hnC: :10C'7: ・ ;讃岐のくほ谷から l 茶道智典・角原;慶応 3 年設置。三頭神社までの I~EE Mîr+t_631美馬町新西国三十三カ所:1867: 参道 :美馬町史 p.1270
J_~_ _j~':_ ~~~_ _ __ _ _ _ _ _ _ _ _ ~ ~~~_~_~_'_~:_-I_'~~i _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ J _J-_~~_'_ J _ _ _ _ _~-~ _ _~~三頭神社まで l歌治発起 :丁石を兼ねる。25番不明。 ν 

641半田町i東久保上の原i西国三十三カ所 ;神宮寺 0.3: 山 (神宮寺裏山富士明治初年設置 :半田町史別巻 p.282
l---r ~ .....J :-"""'/¥.IIf".i....v.....VJ'¥ :~~~ I ~/-I III :T'r 'T: v......: 権現神宮寺 I/-J II--I I/，I I H -"t.-=-霊場巡拝記 p.20

651木屋平村川"井字
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徳島県の写し霊場一西国三十三か所
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Saigoku-Utsushi・Reijyoin Tokushima Prefecture 

Jun YAMAMOTO 

(key word: pilgrimage， pilgrim， Tokushima， Kannon， Saigoku-Junrei， Utsushi-reijyo) 

Saigoku-Junrei (pilgrimage to the western countries of Japan) is the most famous pilgrimage in Japan. The 

Saigoku-junrei is composed of 33 Fudasho (temples)， pilgrims walk on from the 1st fudasho (Seigantoji Temple) to the 

33rd fudasho (Kegonji Temple). It distance is 1，100km， so the pilgrims have to endure severe travels. Saigokuオunrei

was hard to achieve for common peoples， so that they made a mimic Saigoku-reijyo near their residence. It is called 

“Utsushi-Reijyo" . 

There is a lot of Utsushi-reijyo in Japan. But it is difficult to think about the Utsushi-reijyo， because it includes 

much variance. It is necessary to divide the Utsushi-reijyos into various types. By whom it was set and where it was 

located on， with this two factors， Utsushi-reijyos can be divided four types. First is “Satoyama type"， it was located 

on a small mountain by villagers， near their residence. Second is“Mura-utsushi type" ， it was located around village by. 

them. Third is “Shugou type"， it was set in a temple collectively by a bonze. Forth is“Kuni-utsushi type"， it was set 

on wide area by a group of bonzes. 

There are 73 Utsushi-reijos in Tokushima prefecture. 34 of 73 are the Satoyama type， 31 are the Shugou-type， 4 

are the Mura-utsushi type， 2 are the Kuni-utsushi type. In Tokushima prefecture， the Satoyama type and the Shugou 

type are major， and the Kuni-utsushi type and the Mura-utushi type are scarcely. About the establishment year of 

Utsushi-reijyos， half of them did not be clear when they were set. Out of another half， 11 were made during Edo period 

(pre-modern times) and 21 were made after Meiji period (modern times). 

It is usually to assume Utsusi-reijyo to be made in the pre-modern times. Actually， Utsushi-reijyos in 

Tokushima， the number of Utsushi-reijyos in the modern times is more than its in pre-modern times. It will be 

necessary to reconsider about the establishment time of Utsushi-reijyo. 
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